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Restriction-site associated DNA sequencing法を用いたニワトリの成長および 
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 本研究では、体重、増体量および屠体関連形質を支配する QTLの染色体上の位置を明らかにす

ることを目的とした。大シャモ雄 1個体および白色プリマスロック雌 4個体の交配から得られた、

F1雄 5個体および F1雌 16個体を全きょうだい交配することにより作出した 319個体の F2世代

を使用した。解析対象形質は、初生時より 7週齢までの各週齢における体重、増体量および 7週

齢時における屠体関連形質である。Restriction-site associated DNA sequencing (RAD-seq)

法により得られた 23の常染色体と Z染色体に分布する 545個の SNPマーカーを用いて QTL解

析（simple interval mapping 法）を行った。その結果、体重、増体量および屠体関連形質に関

与する 10個の QTLを第 1、2、3、5、8、19および 24番染色体上、ならびに Z染色体上に検

出した。検出された QTLの寄与率は 5.64－16.52 %の範囲であった。これら 10個の QTLは既

存の報告と重複した領域に検出されたが、ムネ肉重量 QTLを除き、その支配形質は既報のものと

は異なっていた。本研究で明らかになった QTL情報は、JAS地鶏産業界において、マーカーアシ

スト選抜等の手法を用いてニワトリの育種改良を行う際に有用であると考えられる。 
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本研究では、高リジン含有飼料において、最適なスレオニン/リジン比が肥育後期における現代の

ブロイラーの増体性能の改善を示すかどうかを検討し、メタボローム解析を用いることで、高リジ

ンもしくは高リジン＋スレオニンを含有した飼料を給与された鶏における成長成績の改善の作用機

序を推測することを試みた。21日齢のヒナ18羽を個別ケージに6羽ずつ3つの区に分け、対照飼料、

高リジン飼料（NRC要求量の150％のリジン含有量）および高リジン＋スレオニン飼料（高リジン

含有量とし、スレオニン/リジン比を0.68とした飼料）の異なる飼料を各区の鶏に給与した。高リジ

ン飼料を与えられた鶏群では対照区と比較して増体重が有意に増加した（P < 0.05）。その一方で、

高リジン＋スレオニン飼料給与区の増体重は、他の区と比較して有意差は認められなかった。高リ

ジン飼料または高リジン＋スレオニン飼料を給与した鶏における飼料要求率（FCR）は、対照区の

鶏よりも有意に改善した（P < 0.05）。セロトニン濃度は、対照飼料または高リジン＋スレオニン

飼料を給与した鶏群と比較して高リジン飼料を与えた鶏群の血漿中で増加した。さらには、血漿セ

ロトニン濃度とFCRとの間には相関が認められた。これらの知見は、高リジン含有肥育後期飼料は

末梢セロトニン代謝に影響を及ぼし、FCRの改善をもたらす可能性を示唆している。 
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In ovoビタミン D3投与がブロイラーのその後の成長に及ぼす影響 
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本試験ではビタミン D3（Vit D3）を大豆油に Vit D3を溶解して in ovo投与した時にブロイラー

の成長に及ぼす影響について検討した。チャンキー系ブロイラー種卵を 60 個用い，温度 37.8℃，

相対湿度 60%以上で孵卵した。孵卵 18 日目に蒸留水，大豆油，大豆油に溶解した Vit D3 60IU 

/0.5mLを in ovo投与した。孵化後 7日目に各区平均体重に近い 12羽を選抜し，28日齢時に体

重測定を行い屠殺した。屠殺後，肝臓と浅胸筋の重量を測定したのち，IGF-1および IGF-1受容体

mRNA発現量測定のために採取し，脛骨長を測定した。 

体重，肝臓重量，浅胸筋重量に大きな差は見られなかった。しかし、脛骨の長さにおいて、処理

と性別との間に相互作用がみられた。 雄のみの比較では、Vit D3 大豆油区は対照群よりも長かっ

たが、大豆油区との差はなかった。肝臓 IGF-1 mRNA 発現においては処理の効果のみが認められ

たが、雄における脛骨長と同じ傾向がみられた。 一方、IGF-1受容体のmRNA発現には処理と性

の相互作用が認められ、油性群の Vit D3は、雌の全処理区の中で最も高かったが、雄では差は認め

られなかった。 これらの結果は、Vit D3の in ovo投与が IGF-1受容体mRNA発現に影響を及ぼ

すが、成長形質には現れない可能性が示された。 
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骨格筋量は鶏肉生産における重要な形質である。哺乳動物において、骨格筋の成長を負に制御す

るミオスタチンは、Smadシグナリングの活性化を引き起こし、Akt及び FOXOのリン酸化を阻害

することでユビキチンリガーゼであるアトロジン-1 の遺伝子発現量を増加させることが報告され

ている。一方、ニワトリにおいては、アミノ酸配列は哺乳類と同一であることが知られているもの

の、その役割は哺乳動物と異なる可能性が示唆されている。また、ミオスタチンがニワトリ骨格筋

における細胞内シグナル伝達因子や atorgin-1の遺伝子発現量に及ぼす影響について未だ調べられ

ていない。本研究において、ニワトリ胚由来の筋管細胞を用いて調べた結果、ミオスタチンは

Smad2のリン酸化の割合、及アトロジン-1 mRNA量を有意に増加させた。一方、Aktや FOXO1

のリン酸化の割合に有意な変化は認められなかった。これらのことから、ミオスタチンによるアト

ロジン-1の遺伝子発現の分子機構はニワトリと哺乳動物で異なる可能性が示唆された。 
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トウモロコシ主体飼料で生産された慣行鶏卵と飼料用米給与で生産された鶏卵について、２通り

の調理法を用いて訓練されたパネルによる記述的官能評価を行った。飼料用米給与型鶏卵は慣行鶏

卵と比較して、半熟卵黄モデル調理においては「だしの香り」「香ばしい香り」が有意に低く、ま

たカスタードプディングモデル調理においては「クリームの香り」「なめらかさ」「水分」が有意

に低かった。しかし、飼料用米給与と生産農場の間には相互作用は認められなかった。これらのこ

とから、飼料中のトウモロコシを飼料用籾米に置換することで鶏卵の官能特性が変化することが示

された。 
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